
　

学校教育、社会教育に貢献�
横山正さん瑞宝双光章受章

　
　
年
、
春
と
秋
に
行
わ
れ
て
い
る

　
　
「
緑
は
ど
う
な
っ
た
？
」
授
業

が
洞
爺
湖
温
泉
小
学
校
で
行
わ
れ
、

全
校
児
童
36
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
こ
の
授
業
は
、
有
珠
山
噴
火
後
の

緑
の
再
生
を
通
し
て
、
児
童
に
噴
火

災
害
や
減
災
、
自
然
へ
の
理
解
を
深

め
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
実
施
し

て
い
ま
す
。

　

今
回
は
宝
も
の
さ
が
し
と
題
し
、

洞
爺
湖
畔
の
森
で
採
取
し
た
ミ
ズ
ナ

ラ
や
ト
チ
ノ
キ
の
種
を
来
年
の
春
の

植
樹
に
向
け
、
ポ
ッ
ト
に
植
え
ま
し

た
。

のわだい
まち
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  緑の再生に関わる�
「緑はどうなった？」秋授業

　
　
齢
者
叙
勲
伝
達
式
が
教
育
長
室　

　
　
で
行
わ
れ
、
元
虻
田
中
学
校
長

の
横
山
正
さ
ん
が
瑞
宝
双
光
章
を
受

章
し
、
皆
見
教
育
長
か
ら
勲
記
と
勲

章
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　
横
山
さ
ん
は
昭
和
62
年
４
月
か
ら

虻
田
中
学
校
長
と
し
て
赴
任
。
定
年

退
職
後
、
平
成
15
年
10
月
か
ら
は
虻

田
町
教
育
委
員
会
教
育
委
員
長
を
務

め
、
教
育
行
政
の
充
実
に
尽
力
し
ま

し
た
。
息
子
さ
ん
の
横
山
佳
彦
七
飯

町
立
大
中
山
中
学
校
長
は
「
名
誉
あ

る
章
を
い
た
だ
き
、
父
も
喜
ん
で
い

る
と
思
い
ま
す
」
と
話
し
ま
し
た
。

先祖、神へ祈る�
アイヌ先住民族慰霊祭

瑞宝双光章を受け取った息子の佳彦さんポットに種を植える児童たち

厳粛な中執り行われたアイヌ先住民族慰霊祭

高

令

毎

町民の安全を守る�
寺島勉団長辞令交付

　
　
和
元
年
度
洞
爺
湖
町
ア
イ
ヌ
先

　
　
住
民
族
慰
霊
祭
（
洞
爺
湖
ア
イ

ヌ
協
会
主
催
）
が
入
江
の
歴
史
公
園

に
あ
る
先
住
民
族
慰
霊
碑
前
で
行
わ

れ
約
25
人
が
参
加
し
、
先
祖
や
神
に

祈
り
を
捧
げ
ま
し
た
。
慰
霊
祭
で

は
、
火
の
神
、
幣
場
を
司
る
神
、
家

の
守
り
神
そ
れ
ぞ
れ
に
祈
り
を
捧
げ

る
カ
ム
イ
ノ
ミ
と
先
祖
を
供
養
す
る

イ
チ
ャ
ル
パ
を
執
り
行
い
ま
し
た
。

　
最
後
に
藤
野
満
裕
会
長
が
「
皆
さ

ん
の
協
力
で
民
族
儀
式
を
行
え
た
こ

と
を
感
謝
し
ま
す
」
と
お
礼
の
言
葉

を
述
べ
ま
し
た
。

　
　
爺
湖
消
防
団
辞
令
交
付
式
が
町

　
　
長
室
で
行
わ
れ
、
寺
島
勉
団
長

が
真
屋
町
長
か
ら
辞
令
を
交
付
さ
れ

ま
し
た
。

　
寺
島
団
長
は
昭
和
37
年
７
月
に
虻

田
消
防
団
に
入
団
、
分
団
長
な
ど
を

歴
任
し
な
が
ら
、
町
民
の
安
全
を

守
っ
て
き
ま
し
た
。
平
成
19
年
10
月

に
洞
爺
湖
消
防
団
団
長
に
就
任
し
、

今
回
が
４
期
目
と
な
り
ま
す
。

　
寺
島
団
長
は
「
新
た
な
気
持
ち
で

出
発
し
た
い
。
署
員
、
団
員
と
協
力

し
、
町
民
の
安
全
を
守
っ
て
い
き
た

い
」
と
抱
負
を
語
り
ま
し
た
。

洞

４期目の団長に就任した寺島勉団長

９
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町内で行われたイベントや活動を紹介します

　
　
田
地
区
の
主
要
幹
線
道
路
で
あ

　
　
る
国
道
37
号
の
歩
道
を
綺
麗
に

し
よ
う
と
、
沿
線
住
民
や
地
元
企

業
、
役
場
職
員
延
べ
約
１
０
０
人
が

参
加
し
、
雑
草
除
去
作
業
を
行
い
ま

し
た
。

　
町
に
住
ん
で
い
る
人
も
、
町
を
訪

れ
る
人
も
気
持
ち
よ
く
感
じ
ら
れ
、

イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に
つ
な
が
る
よ
う

に
と
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
２
日
間
と
も
午
前
７
時
か
ら
、
草

取
り
用
の
鎌
や
ス
コ
ッ
プ
を
使
い
、

縁
石
の
隙
間
や
電
柱
の
根
元
に
生
え

た
雑
草
を
取
り
除
き
ま
し
た
。

まちの主要道路をきれいに
雑草除去ボランティア

　
　
田
高
校
３
年
生
14
人
が
、
埼
玉

　
　
県
立
秩
父
高
校
2
年
生
の
見
学

旅
行
生
92
人
を
対
象
に
遊
覧
船
の
ガ

イ
ド
を
行
い
ま
し
た
。

　
虻
田
高
校
３
年
生
は
当
日
ま
で
に

事
前
学
習
と
し
て
、
同
校
の
２
年

生
、
虻
田
中
学
校
３
年
生
を
対
象
に

２
回
の
模
擬
練
習
を
繰
り
返
し
、
準

備
し
ま
し
た
。

　
当
日
ガ
イ
ド
を
受
け
た
埼
玉
県
立

秩
父
高
校
の
生
徒
は
「
と
て
も
説
明

が
分
か
り
や
す
く
、
洞
爺
湖
の
こ
と

を
知
る
こ
と
が
で
き
て
良
か
っ
た
で

す
」
と
満
足
し
て
い
ま
し
た
。

見学旅行生をガイド
遊覧船ガイド研修

　
　
人
と
子
ど
も
が
交
流
す
る
地
域

　
　
食
堂
ほ
の
ぼ
の
秋
祭
り
が
、
地

域
交
流
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
、
参
加

し
た
小
・
中
学
生
、
町
民
た
ち
約

1
5
0
人
が
出
店
や
ゲ
ー
ム
な
ど

で
お
祭
り
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
お
に
ぎ
り
弁
当
と
フ

ル
ー
ツ
サ
ン
ド
の
昼
食
を
終
え
た

後
、
虻
田
中
学
校
吹
奏
楽
部
の
演
奏

で
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、

射
的
や
輪
投
げ
、
綿
あ
め
な
ど
の

コ
ー
ナ
ー
や
け
ん
玉
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
な
ど
が
行
わ
れ
、
会
場
全
体
が
笑

顔
に
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。

大人と子どもが楽しく交流
地域食堂ほのぼの秋祭り

　
　
中
学
生
作
品
展
が
行
わ
れ
、
絵

　
　

画
や
工
作
な
ど
1
1
3
点
の

応
募
の
中
か
ら
最
優
秀
賞
、優
秀
賞
、

佳
作
に
21
点
が
選
定
さ
れ
、
と
う
や

水
の
駅
で
表
彰
式
を
行
い
ま
し
た
。

　
最
優
秀
賞
に
は
、
小
学
校
低
学
年

の
部
が
寺
田
尊
さ
ん
（
と
う
や
小
２

年
）、同
高
学
年
の
部
で
は
田
中
ジ
ッ

ク
さ
ん
（
温
泉
小
６
年
生
）、
中
学

生
の
部
で
は
坂
本
蒼
司
さ
ん
（
洞
爺

中
３
年
）
が
受
賞
し
ま
し
た
。

　
表
彰
式
終
了
後
は
、
洞
爺
湖
芸
術

館
に
移
動
し
て
各
作
品
を
鑑
賞
し
ま

し
た
。

個性溢れる作品 113 点
小中学生作品展表彰式

小中学生作品展表彰式で表彰された皆さん

縁石の隙間の雑草を取り除く地域住民

盛り上がったけん玉ワークショップ

虻

大 小

見学旅行生にガイドする虻田高校３年生

虻
１

10

５
10

５
10

3
10 ・ 11
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